


 
 梅雨もたけなわのうちに 7月に入り、雨は更に強く、 

時に雷鳴もとどろく“しろしい”日々が続きます。 

 この時期園内ではヤマモモの果実が落ちて、赤い果 

汁が路面を染めてゆきます。ところが今年、園内のヤ 

マモモは不作です。冬にはあれだけたくさんの花が付 

いていたのにと、不思議に思えてなりません。 

 さてこの梅雨の水を吸って、木も草もぐんぐんと育 

ち、その濃い緑に驚かされ“青嵐”という言葉が浮か 

んできます。 

 そして足元には、ドクダミ･ミゾホオズキ･ウバユリ･ 

ネジバナ･ハンゲショウ･ヤブミョウガ等、案外たくさ 

んの草花が咲いているのを見つける事もできます。 

 さてついに梅雨明け宣言。身も心も爽快な気分にな 

る頃、7月 21 日(土)から「森の仲間たち」10 周年記念、 

「ZOO ボラ展」が始まります。到津遊園が閉園となった後、約

2年の準備期間を経て「到津の森公園」ボランティアとして発

足して 10 年。今どんな活動をしているかを写真等を使って紹

介します。また記念イベントも盛りだくさん。管理センター2F

ロビーをメイン会場に．．．．． 

「動物のえさ切実演」「えさの実物･模型展示」「菜園での野

菜作り体験」「樹木のネームプレート作り」「どうぶつ体験ミュ

ージアム」「小枝で動物作り」「特別動物ガイドツアー」「押し

花しおり作り」等です。ボランティア自身が日頃の活動を見て

頂こうと企画。 

そして実行する「．．．仲間がいたから．．．10 年 ZOO ボラ展」 

到津の森公園を愛する方、ボランティアに興味のある方、ぜ

ひ観覧･参加してみて下さいね。詳しい日程･集合場所等、管理

センター2F ロビーに案内板を設置します。またはホームペー

ジでも紹介していますので、ご覧になって下さい。 

 

＊「しろしい」は北九州の方言で、鬱陶(うっとう)しいとい

う意味。 

 文：花咲くおばさん  

時を越えて・・・ 

到津には現在、ワオキツネザルがマダガスカルの世界と林床の

世界に２群が離れて暮らしています。今日は林床の世界にすんで

いるワオたちのお話です。 

５月７日、林床の世界のワオキツネザルに赤ちゃんが誕生しま

した!! 

お母さんの名前は‘キキ’。この群れに赤ちゃんが産まれたの

は、なんと１０年ぶりのことです。到津の森公園も今年で１０周

年。到津とともに歩んできたキキが初めてお母さんになり、今一

生懸命子育てをしています。少し小ぶりに産まれてきた赤ちゃん

でしたが、背中に乗るようになり最近ではお母さんから離れて遊

ぶようになってきています。 

このキキの赤ちゃん、実は４世代目の赤ちゃんなのです。キキ

のお母さんがスージーＱ，そのお母さんがメイ。４世代のワオが

この群れでは暮らしています。ひいおばあちゃんのメイやおばあ

ちゃんのスージーＱに見守られながら、赤ちゃんはすくすくと成

長しています。ぜひこの命の繋がりを感じてみて下さい。 

みなさんが会いに来てくれるのをお待ちしています。 
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